














要約：保育所における運動指導のあり方を検討するために栄養と運動が幼児の発育・発達

に与える影響について縦断的研究を実施した。東京都と神奈川県にある4保育園の園児 48

名(男 25 女 23)を対象に身長、体重の測定、3日間の食事調査、歩数計による 3日間の運動

量調査、ピドスコープによる土踏まずの形成測定を1、2歳児と 1年後の 2、3歳児になっ

た時に実施した。これらの測定結果を基礎にして、運動量と各栄養素の摂取状態が幼児の

体格、土踏まず形成に及ぼす影響について検討した。乳幼児の身長、体重、土踏まず形成

率は一年間にそれぞれ約 13%,20%.41%増加した。各栄養素の摂取量も増加し、鉄の摂取量

を除いた他の栄養素はほぼ所要量を充足していた。平沢の基準により土踏まず形成を判定

すると、2歳までに男女児合わせて、6人、3歳までに 8人、合計 14人、全体の約 10%が完

成した。身長、体重、土踏まずの一年間の伸び率を比較してみると、身長、体重は各グル

ープとも同じような伸び率であったが、土踏まずの形成率は 2歳前半と 3歳が著しい伸び

を示し、女児の方の伸び率が大きかった。土踏まず完成者と未完成者の栄養摂取状態を比

較すると、完成者の方が充足している傾向にあった。運動量と体重の関係につていみると、

運動量の多い者ほど体重が少なかった(P＜O.05)。以上の結果は、運動は幼児の発育・発達

によい影響を与え、栄養状況の改善に貢献することを示した。 


